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Ｉ．緒　言

　近年，大学で学ぶ学生層は多様化している。し
かしながら従来の大学教育は，あらかじめ障害の
ある学生（以下，障害学生）や高齢学生などの受
講を想定して造られてきたものではないため，大
学教育のアクセシビリティ上の課題が顕著に意識
されるようになってきている1），2）。「アクセシビリ
ティ」とは，「利用しやすさ」や「近づきやすさ」
を意味する言葉で，最近は「多様な利用者にとっ
て利用できるかどうか？利用しやすいかどう
か？」といった文脈で論じられることが多い概念
である。大学教育における「アクセシビリティ」
では，施設・設備や情報の「利用しやすさ」に加
えて「学びやすさ」が重要になる。「学びやすさ」

の担保には，例えば，筆記通訳者のような「特別
な支援者」が必要になるケースがある。授業に関
係する教職員・周囲の学生以外に必要となる支援
者のことを本稿では「特別な支援者」と呼ぶこと
にする。「特別な支援者」には，支援に関する技
術的な制約に加えて，時間的な制約，講義内容に
係わる知識的な制約，学外に委託する場合は予算
や地域性に係わる制約や守秘性に係わる制約など
も関係してくるため，その人的資源の確保やその
コーディネートには，様々な課題があり容易では
ない3）-10）。
　全国の大学等におけるアクセシビリティニーズ
の現状については，日本学生支援機構が全国の大
学等（大学・短期大学・高等専門学校）に対して
実施している「大学，短期大学及び高等専門学校
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における障害のある学生の修学支援に関する実態
調査」（以下，実態調査）の詳細な調査結果が参
考になる11）。2010年度の実態調査によると，障害
学生の在籍数は全国で8,810人，障害学生の在籍
率（障害学生数÷学生数×100％）は0.27％，支
援障害学生（学校に支援の申し出があり，それに
対して学校が何らかの支援を行なっている障害学
生）の総数は5,253人，障害学生が在籍している
大学等（在籍大学等）の比率は全体の64％（785校），
障害学生に対して具体的な支援を行なっている大
学等（支援大学等）の比率は全体の51％（627校）
となっている。日本学生支援機構が2006年に行
なった実態調査2010年の調査の数値を比較してみ
ると，障害学生の在籍数は4,937人→8,810人
（0.16％→0.27％），支援障害学生の総数は2,256人
→5,253人，在籍大学等の比率は57％→64％ , 支援
大学等の比率は40％→51％，といずれも大きく伸
びている。最近５年間の増加率（2010年データ÷
2006年データ）を見てみると，在籍率が1.69倍，
支援障害学生の総数が2.33倍，在籍大学等が1.12
倍，支援大学等が1.28倍となっている。在籍率や
在籍大学等は，大学等が「障害のある学生」とし
て認知している学生の数を意味するため，何らか
の障害がある学生の実際の在籍数はこれを大きく
上回るものと考えられる。注目すべきは，支援障
害学生数および支援大学等の数の伸びである。支

援障害学生の障害内訳を見てみると，最近５年間
で，視覚障害367人→520人で1.41倍，聴覚・言語障
害799人→1,032人で1.29倍，肢体不自由722人→
1,228人で1.70倍，病弱・虚弱199人→693人で3.48
倍，重複障害36人→125人で3.47倍，発達障害
46人→811人で17.6倍，その他の障害87人→844人
で9.70倍に増加している。視覚，聴覚・言語，肢
体不自由に関する支援障害学生の増加が，最近３
年間で緩やかになってきているのに対して，病
弱・虚弱，発達障害，その他の障害に関する支援
障害学生の増加は顕著である。支援障害学生の
ニーズは多様化傾向にあり，最適なアクセシビリ
ティ支援のデザインが確立されるまでの過程，移
行期においては，これまで以上に「特別な支援者」
の確保が大きな課題となることが予想される。
2010年の実態調査によると，授業支援を行なって
いる大学等は606校あり，教職員が支援を行なっ
ている大学等は295校，学生が支援を行なってい
る大学等は246校，外部が支援を行なっている大
学等は133校である。アクセシビリティ支援にお
ける人的支援の例を表１に示す。
　情報保証・授業補助・教材支援・学習支援・学
内生活支援では，「特別な支援者」が必要となる。
一般的な支援者育成と確保の方法について，表２
に整理する。

表１　アクセシビリティ支援における人的支援の例

表２　支援者育成と確保の方法
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「教職員・周囲の学生の理解と配慮」に関しては，
　●　受け入れ経験値と温度差
　●　支援ニーズに対する理解の継続的促進
等が課題としてあり，
「特別な支援者」においては，
　●　支援者の確保
　●　支援のコーディネート
　●　支援の質の担保
　●　障害学生・支援者へのケア
　●　有給・無給の区別
　●　財源
などが課題となる。広島大学では，学内の支援者
育成とケアのため，平成13年度より支援者育成の
ための講義として，「障害学生支援ボランティア
実習Ａ」，「障害学生支援ボランティア実習Ｂ」「障
害者支援ボランティア概論」を開講し，さらに平
成18年度よりこれらの講義を指定科目とする「教
育課程」および「資格認定制度」，資格取得者に
対する「インターンシップ」と「研修合宿」で構
成される「アクセシビリティリーダー育成プログ
ラム」2）を開始し，教職員・周囲の学生の理解促
進と特別な支援者の育成を図っている。
　本稿では，広島大学で開講している授業「障害
学生支援ボランティア実習Ａ」，「障害学生支援ボ
ランティア実習Ｂ」の受講生の動向を整理し，大
学教育におけるアクセシビリティ支援に関する特
別な支援者の育成について考察する。

Ⅱ．対象と方法
　「障害学生支援ボランティア実習Ａ」，「障害学
生支援ボランティア実習Ｂ」は，教養教育科目と
して前期にＢ，後期にＡを開講している。例えば，
ガイドヘルプや授業中のノートテイク等の支援活
動は，障害のある学生のニーズに応じて流動的で
あるため，「障害学生支援ボランティア実習Ａ，Ｂ」
は，開講時限を固定せず，集中講義として開講し
ている。受講生は学期の最初のガイダンス時に空
き時間を登録する。開講時限は，受講生の空き時
間に応じて週８コマから10コマ程度が指定され
る。広島大学に在籍する障害のある学生に対する
支援活動を行うことを第一義とする実習である
が，支援活動の実践の他に，支援技術のトレーニン
グや，学内の恒常的なアクセシビリティ推進活動も
行う。その内容は，支援のニーズに応じて流動的で
あるが，主なものを表３に示す12）-16）。
　大学教育におけるアクセシビリティ支援では，
筆記通訳やガイドヘルプなどの支援に特別に必要
となる技術に加えて，高度な内容の大学の授業へ
の対応力が問われる。理系・文系を問わず幅広い
アクセシビリティ支援を行うためには，特別な支
援者も理系・文系を問わず幅広く集める必要があ
る。そこで「障害学生支援ボランティア実習Ａ，Ｂ」
では，様々な学部からの受講があることを想定し
て，過度に専門的な内容にならないよう，受講者

表３　障害学生支援ボランティア実習Ａ，Ｂの内容
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の関心を引く内容に配慮している。例えば，手話
や点訳や情報支援技術やWEBアクセシビリティ
などの専門的な内容に立ち入り内容を高度化すれ
ば，その内容を苦手とする学生にとってはストレ
スになるかもしれない。専門的な内容は大胆にブ
ラックボックス化し，「出来そうだ」「楽しい」といっ
た手応え・印象をもってもらうことを優先してい
る。例えば，アクセシビリティ調査やアクセシビ
リティ学習教材の作成では，学部を問わず大学生
活での経験が活かされるテーマを選んでいる。
　「障害学生支援ボランティア実習Ａ，Ｂ」の開講
や，「アクセシビリティリーダー育成プログラム」
の実施は，上述の「特別な支援者」や「教職員・
周囲の学生の理解と配慮」における課題解決のた
めの方策として，広島大学が行なっている取組み
であるが，その成果や有効性はどうであろうか？
　「障害学生支援ボランティア実習Ａ，Ｂ」では，
平成19年度より，受講生に対して，実習受講後の
アンケート調査を継続して行なっている（表４）。
アンケート調査は，学期末に行いレポート課題と
セットで受講生に課しているものである。アンケー
トへの回答はオンライン上で行うもので，選択式
の設問と自由筆記の設問を用意している。本稿で
は，平成19年度から平成22年度にかけて実施した
アンケート調査の結果を整理し，受講生の推移に
ついてまとめるとともに，考察を加える。

Ⅲ．結　果

　図１に学部別受講者数を示す。数字は４年間の総
計である。教育学部の受講者数が突出していること
が目を引くが，平成23年度の学部別収容定員は教育
学部1,980人に対して総合科学部は520人であること
を考えると，受講率（受講者数/全学生数）では総
合科学部が突出していると言える。受講率では，①
総合科学部②教育学部③文学部の順に高い。
　図２に学部別受講者数の推移を示す。平成18年
度から「アクセシビリティリーダー育成プログラ
ム」を開始したこともあり，平成18年度および19
年度の受講者数が増え，80名から90名前後で推移
したが，平成20年度以降は60名前後に落ち着き
推移している。平成21年度までは教育学部の受

講者数が圧倒的に多かったが，平成22年度には
総合科学部の受講者数が教育学部の受講者数と
拮抗している。
　図３に受講理由の総計を示す。設問は選択式で
行いＡからＫまでの11項目の選択肢から複数回答
を可として回答してもらっている。数値はアン
ケート全回答者数に対してそれぞれの項目を選択
した回答者の割合を示す。60％から70％の学生が
「障害」や「ボランティア」といったキーワード
を受講理由としており，60％程度の学生が「将来」

H19年度～ 22年度受講者数の総計

図１　学部別受講者数

受講者数の推移

図２　受講者数の推移
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や「資格」取得を理由としてあげている。また空
き時間を利用して受講できることも半数近くの学
生の受講理由となっている点も注目される。これ
に対して，自分の専門と関係があるからと回答し
た学生は，４分の１程度に留まっている。前期ま
たは後期に実習を受講し良かったからと回答した
受講生，友人に勧められてと回答した受講生も４
分の１程度である。簡単に単位がとれそうだった
からと回答した受講生は少ないが，記名式アンケー
トである点から遠慮も含まれるものと思われる。
　図４に，「障害学生支援ボランティア実習」が
開講されていなかったとしても，支援活動を行
なっていたかどうかについてのアンケート結果を
示す，設問はＡからＥの５つの選択肢の中から択
一式で回答してもらっている。きっかけが無くて
も情報を集めて意欲的に参加したと思うと回答し
た受講生は10％前後であり，募集があれば参加し

たと思うと回答した受講生を加えても30％から
40％前後で推移している。友人に誘われるなどの
きっかけがあれば参加したと思う学生を加えれば，
70％から80％程度で推移している。参加したかど
うか分からない，または参加しなかったと思う受
講生の数は，20％から30％程度で推移している。
　図５は，実習を受講してみて，障害や支援活動
に対する意識に変化があったかどうかについての
アンケート結果を示す。設問はＡからＥの５つの
選択肢の中から択一式で回答してもらっている。
「意識が高くなったと思う」と回答した受講生の
比率は，50％から60％程度で推移しており，「意
識するようになった」と回答した学生まで含める
とほぼ100％に近い水準で推移している。「関心が
薄れた」または「抵抗を感じるようになった」と
回答した学生は４年間を通じて一人もいなかった。
　図６は，修学支援活動に対して単位認定がある
ことについて，どのように思うかについて聞いた
ものである。設問はＡからＥの５つの選択肢の中

 

図３　受講理由 図４　支援活動への参加意欲

図５　障害や支援活動に対する意識の変化 図６　単位認定に対する意識
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問いであるが，主体的に参加したであろう学生は
40％前後にとどまっている。このことからも授業
という形態をとることで，開拓可能な人材が多く
いることが類推できる。図５の結果からは，必ず
しも受講前から意識が高くはなかった受講生に，
障害や支援に対する否定的な印象は芽生えなかっ
たこと，受講前から意識が高かった受講生も半期
の受講で意識が向上していることが分る。様々な
学部からの受講があることを想定して，過度に
専門的な内容にならないよう，受講者の関心を
引く内容に配慮している部分の成果がでている
ものと考えられる。また今後の分析が必要であ
るが，図６の結果は，支援活動の単位化に対す
る肯定的な考えの増加傾向が見て取れる。実習
を受講している時点ですでに単位化に対して肯
定的であるものと考えられるが，この結果は，
半期受講しても肯定的な考えが変わらないこと
を意味している。

Ⅴ．結　論

　大学におけるアクセシビリティ支援において
は，人的支援に関わる特別な支援者の確保が大き
な課題となる。支援に関する技術的な制約，時間
的な制約，講義内容に係わる知識的な制約，予算
や地域性に係わる制約や守秘性に係わる制約など
に関係なく安定した人材の育成と確保を持続する
ためには，大学の規模や学部特性に寄らず安定し
た人材育成と確保するための学内での取組みが重
要になる。支援活動の単位化は，支援者の確保や
支援者に対するケアも計画的に行えるという利点
があり，アクセシビリティ支援における人的資源
の確保において有力な方法として大きな期待がで
きるが，大学の規模や学部特性に寄らず安定した
人材育成を行うための方法論は確立していない。
本稿では，広島大学で開講している障害学生支援
ボランティア実習の受講生に対して，４年間にわ
たって実施してきたアンケートの結果を整理し，
受講者の動向に関して議論した。特別な支援者の
育成に関して肯定的な結果がえられる一方で，学
部特性に依存した受講者数の偏りも見られた。こ
れらの結果からは，学部特性に寄らず安定した支

から択一式で回答してもらっている。「大変良い」
または「良い」と肯定的な回答の比率は，60％か
ら90％の間で推移しており，平成19年度の前期を
除けば，肯定的な回答が70％を超えている。

Ⅳ．考　察

　表２に示したように，一般に，特別な支援者の
確保の方法には，①学内で雇用されている教職員
が専任または兼任で支援を行うケースや，②学内
の学生が無給または有給で支援を行うケース，③
外部に委託するケース等がある。これらの場合，
①では，財源，支援者への過負荷などの問題，②
では，支援の質の担保や障害学生・支援者へのケ
アなどの問題，③では，財源やコーディネートの
問題などが生じやすく支援者の確保も流動的であ
る。これに対して，支援活動の単位化は，これら
の問題が生じにくく支援者の確保や支援者に対す
るケアも計画的に行えるという利点がある。大学
の規模や学部特性に寄らず受講者を確保すること
ができれば，支援活動の単位化は，アクセシビリ
ティ支援における人的資源の確保において有力な
方法として大きな期待ができる。しかしながら図
１および図２が示す結果からは，全学部からの受
講があるものの学部別に受講率に大きな開きがあ
ることがわかる。受講率の学部依存性に関しては，
学部の専門性だけではなく，学部毎のカリキュラ
ム特性など様々な要因が考えられるが，広島大学
において総合科学部，教育学部，文学部の順で受
講率が高い要因としては，①広報　②地理　③支
援経験値　などの影響があるものと考えられる。
総合科学部は①②③のいずれも他学部に対して優
位であり，教育学部・文学部は②③において優位
である。図３の受講理由からは，専門と関係なく
ても「将来」や「資格認定」など＋αの素養と
しての魅力が受講者を引きつけていることが分
る。「空きコマを利用できるから」，「友人に勧め
られて」，「前期（後期）に受講してみて良かった
から」などの理由は，「受講しやすさ」を促進す
るものであり，受講者確保への寄与は少なくない
ものと考えられる。図４は，実習という形態では
なくても，支援に参加していたかどうか？という
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援者育成を行うための要素として，①広報や支援
経験値の拡充による理解促進　②心理面や物理
面，制度面における受講しやすさに対する配慮が
重要であることが類推できる。①②は，支援活動
に対するアクセシビリティ（参加しやすさ）その
ものである。これらの点を総合すると，アクセシ
ビリティリーダー育成プログラムは，所属大学の
授業を受講することで支援の実践や資格取得が可
能である点において①②の点において優位であ
り，大学の規模や学部特性に寄らず安定した人材
育成を行うための方法論として可能性を有するも
のと考えられる。「資格取得」が可能であるとい
う点は広報において優位であると考えられ，所属
大学の授業という点で，心理的や物理的，制度面
における調整が比較的容易に可能であると考えら
れるからである。アクセシビリティリーダー育成
プログラムのような取組が，大学の規模や学部特
性に寄らず安定した人材育成を行うための方法論
として，どの程度有効なものであるかについて，
今後検証していく必要がある。
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氏名 　　　学生番号 　　　所属 　

Q１　今期実習Aを受講してみて良かったと思いますか？
１．大変良かった
２．良かった
３．普通
４．あまり良くなかった
５．良くなかった

Q２　障害や支援活動に対する意識に変化はありましたか？
１．意識が高くなったと思う
２．意識するようになった
３．あまり変化はない
４．関心が薄れた
５．抵抗を感じるようになった

Q３　修学支援活動に対して単位認定があることについてどのように思いますか？
１．大変良いことだと思う
２．良いと思う
３．なんとも言えない
４．無償であるべきだと思う
５．給料を払う方が良いと思う

Q４　もし実習がなかったとしても，修学支援活動に参加していたと思いますか？
１．きっかけが無くても情報を集めて意欲的に参加したと思う
２．友人に誘われるなどのきっかけがあれば参加したと思う
３．募集があれば参加したと思う
４．参加したかどうか分からない
５．参加しなかったと思う

Q５　実習を受講して始めて知ったこと感じたことはありましたか？
１．たくさんあった
２．思ったよりあった
３．予想通りだった
４．あまり無かった
５．全く無かった

Q６　ボランティア実習の良いところや受講するメリットを自由筆記で 

Q７　ボランティア実習への希望や提案や改善点を自由筆記で

Q８　広島大学の修学支援の取り組みに関してどのように思いますか？自由筆記で

表４　アンケート項目
※ 障害学生支援ボランティア実習Ａのアンケート。平成19年度から平成22年度にかけて，共通して実施
した質問項目のみ挙げている。
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Q９　実習Aの他に，これまで受講した講義すべてにチェックをつけてください
□　障害学生支援ボランティア実習B（前期）　
□　障害者支援ボランティア概論　
□　環境・情報アクセシビリティ研究　

Q10 今期ボランティア実習Aを受講した理由は？ （該当するものにすべてチェック）
１．自分の専門と関係があるから　
２．将来役に立つと思ったから　
３．空きコマを利用できるから　
４．障害や障害者支援に興味があったから
５．ボランティア活動に興味があったから
６．支援技術に興味があったから
７．なんとなくおもしろそうだったから
８．アクセシビリティリーダーの資格に興味があったから
９．簡単に単位がとれそうだったから
10．友人に勧められて
11．前期のボランティア実習Bを取ってみて良かったから
その他

Q11 今後やってみたいと思う活動は？ （該当するものにすべてチェック）
１．点訳・立体資料の作成　
２．字幕付き教材の作成
３．ノートテイク（代筆・筆記通訳・要約筆記など）
４．ガイドヘルプ
５．リスピーク通訳（音声認識）
６．学習支援（対面朗読，図書館介助など）
７．学内生活支援（トイレ・食事の介助）
８．学内のバリアフリー化に関係する活動

その他　コメント
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